
(57)【要約】
【課題】栽培植物にとって有害な害虫の防除において、両性誘引剤による害虫の誘引と浸
透移行性殺虫剤による害虫の殺虫を組み合わせて、効果的な害虫防除方法を確立する。
【解決手段】栽培植物に有害な害虫の雌雄個体を誘引する両性誘引剤を用いて害虫を誘引
し、浸透移行性の殺虫剤を浸透させた植物体から殺虫剤成分を害虫に吸汁させ、殺虫剤の
成分により殺虫する。この方法により、次世代を産卵する雌の成虫も含めて害虫を防除す
ることができる。とくに植物に潅注した浸透移行性の殺虫剤の効果が長期間持続するので
、長期間にわたり連続的な害虫防除を実施することができる。また、農場の周辺で害虫の
誘引と殺虫を行うことにより、農場に害虫が侵入することを防ぐことができる。
【選択図】　　　　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
栽 培 植 物 に 有 害 な 害 虫 の 雌 雄 個 体 を 誘 引 す る 両 性 誘 引 剤 を 用 い て 害 虫 を 誘 引 し 、 浸 透 移 行
性 の 殺 虫 剤 を 浸 透 さ せ た 植 物 体 か ら 前 記 殺 虫 剤 の 成 分 を 前 記 誘 引 し た 害 虫 に 吸 汁 さ せ 、 前
記 殺 虫 剤 の 成 分 に よ り 殺 虫 す る こ と を 特 徴 と す る 両 性 誘 引 剤 と 浸 透 移 行 性 殺 虫 剤 と を 用 い
た 害 虫 防 除 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 防 除 す べ き 害 虫 が 果 樹 カ メ ム シ 類 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 両 性 誘 引 剤 と 浸 透 移 行 性 殺 虫
剤 と を 用 い た 害 虫 防 除 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 両 性 誘 引 剤 が チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン を 含 む も の で あ る 請 求 項 ２ 記 載
の 両 性 誘 引 剤 と 浸 透 移 行 性 殺 虫 剤 と を 用 い た 害 虫 防 除 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 浸 透 移 行 性 の 殺 虫 剤 が ネ オ ニ コ チ ノ イ ド 系 の イ ミ ダ ク ロ プ リ ド を 含 む も の で あ る 請 求
項 ２ ま た は ３ 記 載 の 両 性 誘 引 剤 と 浸 透 移 行 性 殺 虫 剤 と を 用 い た 害 虫 防 除 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 両 性 誘 引 物 質 と 殺 虫 剤 を 併 用 し た 害 虫 の 防 除 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
果 樹 に と っ て 防 除 し た い 害 虫 の ひ と つ と し て 果 樹 カ メ ム シ 類 が い る 。 こ の 果 樹 カ メ ム シ 類
は 果 実 を 好 ん で 吸 汁 す る た め 、 果 実 の 奇 形 や 落 果 を 引 き 起 こ し て し ま う 。 主 た る 発 生 源 は
森 林 で あ り 、 移 動 の 過 程 で 農 場 に 侵 入 し て く る 。 現 在 、 こ れ に 対 し 、 化 学 合 成 農 薬 な ど を
用 い た 防 除 が 農 場 内 で 実 施 さ れ て い る が 、 発 生 量 が 多 い 年 に は 防 除 効 果 が 不 十 分 で あ り 、
侵 入 前 の カ メ ム シ に 対 す る 防 除 対 策 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 森 林 に 対 す る 化 学 合 成 農 薬 の
散 布 は 環 境 汚 染 の 見 地 か ら 問 題 が あ る 。 そ こ で 、 農 場 に 侵 入 す る 前 の 果 樹 カ メ ム シ 類 を 性
フ ェ ロ モ ン 剤 な ど の 誘 引 物 質 で 集 め 、 殺 す こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 性 フ ェ ロ モ ン 剤 で は 雄 成 虫 の み が 誘 引 さ れ 、 次 世 代 を 産 卵 す る 雌 成 虫 を 直 接 的 に
除 去 で き な い た め 防 除 効 果 が あ ま り 期 待 で き な い 。
こ の 点 に 関 し て 、 雄 お よ び 雌 に 対 し て 誘 引 作 用 を 示 す 集 合 フ ェ ロ モ ン の 研 究 が 進 み 、 チ ャ
バ ネ ア オ カ メ ム シ な ど の 果 樹 カ メ ム シ 類 の 雄 お よ び 雌 に 対 し て 誘 引 作 用 を 有 す る 誘 引 剤 と
し て 、 ２ ， ４ ， ６ － デ カ ト リ エ ン 酸 メ チ ル お よ び （ Ｅ ， Ｅ ， Ｚ ） － ２ ， ４ ， ６ － デ カ ト リ
エ ン 酸 メ チ ル な ら び に そ れ ら を 有 効 成 分 と す る 誘 引 剤 が 開 発 さ れ た （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
。 こ の 誘 引 剤 は 、 た と え ば 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 両 性 誘 引 剤 を 利 用 し て 果 樹 カ メ ム シ 類 を 誘 引 し 、 誘 引 し た 害 虫 を 、 殺 虫 剤 の 散
布 、 界 面 活 性 剤 を 添 加 し た 水 へ の 強 制 落 下 、 粘 着 板 の 利 用 な ど に よ り 殺 虫 し て 害 虫 を 防 除
す る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 殺 虫 だ け が 目 的 で は な く 、 発 生 消 長 調 査 な ど の た め に 捕 獲 す
る 場 合 に も こ の 両 性 誘 引 剤 を 利 用 す る こ と が で き る （ た と え ば 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 浸 透 移 行 性 を 有 す る 殺 虫 剤 を 栽 培 植 物 に 浸 透 移 行 さ せ 、 こ れ を 害 虫 に 吸 汁 さ せ て 殺
虫 を は か る 方 法 も あ る 。 た と え ば 、 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 カ メ ム シ 類 に 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す
ニ ト ロ イ ミ ノ 系 殺 虫 剤 な ど を 水 田 の 水 面 に 施 用 し て 、 カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成
を 抑 制 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。 特 許 文 献 ４ に は 、 前 記 ニ ト ロ イ ミ
ノ 系 殺 虫 剤 と し て イ ミ ダ ク ロ プ リ ド そ の 他 が 挙 げ ら れ て い る 。 こ の イ ミ ダ ク ロ プ リ ド に つ
い て は 、 た と え ば 特 許 文 献 ５ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 平 ８ － ２ ９ ５ ６ ５ ２ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ０ ３ － ０ ０ ０ ６ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － １ ７ ６ ０ ８ ９ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ０ ５ － ０ ０ １ ２ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ５ ５ ６ ４ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ０ ３ － ０ ０ １ ４ ）
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ４ ９ ０ ６ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ０ ５ － ０ ０ ０ ８ ）
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ２ １ ７ ８ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ０ ２ － ０ ０ ０ ４ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 前 記 の 両 性 誘 引 剤 を 用 い て 誘 引 し た 害 虫 を 殺 虫 す る の に 、 従 来 は 殺 虫 剤 の 散 布
、 界 面 活 性 剤 を 添 加 し た 水 へ の 強 制 落 下 、 粘 着 板 の 利 用 な ど が 行 わ れ て い た 。 し か し 、 殺
虫 剤 の 散 布 の 場 合 は 、 散 布 薬 剤 の 有 効 期 間 が 短 い た め 、 長 期 間 の 連 続 し た 誘 殺 を 実 施 す る
に は 頻 繁 に 散 布 を 繰 り 返 さ な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 他 の 方 法 の 場 合 で
は 、 頻 繁 な 給 水 や 粘 着 板 の 交 換 、 誘 殺 し た 害 虫 の 定 期 的 な 除 去 な ど コ ス ト 的 、 労 力 的 な 負
担 が 大 き く 、 実 施 上 の 障 害 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 が 解 決 す べ き 課 題 は 、 栽 培 植 物 に と っ て 有 害 な 害 虫 の 防 除 に お い て 、 両 性 誘 引 剤 に
よ る 害 虫 の 誘 引 と 浸 透 移 行 性 殺 虫 剤 に よ る 害 虫 の 殺 虫 を 組 み 合 わ せ て 、 効 果 的 な 害 虫 防 除
方 法 を 確 立 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 害 虫 防 除 方 法 は 、 栽 培 植 物 に 有 害 な 害 虫 の 雌 雄 個 体 を 誘 引 す る 両 性 誘 引 剤 を 用 い
て 害 虫 を 誘 引 し 、 浸 透 移 行 性 の 殺 虫 剤 を 浸 透 さ せ た 植 物 体 か ら 前 記 殺 虫 剤 の 成 分 を 前 記 誘
引 し た 害 虫 に 吸 汁 さ せ 、 前 記 殺 虫 剤 の 成 分 に よ り 殺 虫 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 害 虫 防 除 方 法 に お い て は 、 第 １ に 、 両 性 誘 引 剤 を 用 い る こ と に よ り 、 次 世 代 を 産
卵 す る 雌 の 成 虫 も 含 め て 害 虫 を 防 除 す る こ と が で き る の で 、 こ の 防 除 を 繰 り 返 す こ と に よ
っ て 害 虫 を 効 果 的 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ に 、 浸 透 移 行 性 の 殺 虫 剤 を 浸 透
さ せ た 植 物 体 か ら 吸 汁 さ せ て 誘 引 し た 害 虫 を 殺 虫 す る こ と に よ り 、 殺 虫 の た め の 装 置 の 保
守 作 業 な ど が 不 要 と な り 、 と く に 植 物 に 潅 注 し た 浸 透 移 行 性 の 殺 虫 剤 の 効 果 が 長 期 間 持 続
す る の で 、 長 期 間 に わ た り 連 続 的 な 害 虫 防 除 を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 第 ３ と し て 、 両 性 誘 引 剤 の 利 用 と 浸 透 移 行 性 殺 虫 剤 の 利 用 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ
っ て 、 植 物 栽 培 の 場 所 で 害 虫 の 誘 引 と 殺 虫 を 同 時 に 行 う こ と が で き 、 極 め て 効 率 的 で あ る
。 具 体 的 な 方 法 と し て は 、 た と え ば 土 壌 で 植 物 を 栽 培 中 に 浸 透 移 行 性 殺 虫 剤 の 水 和 剤 を 潅
注 し 、 両 性 誘 引 剤 を 植 物 体 の 枝 に 針 金 で 固 定 す る な ど し て 取 り 付 け て お け ば 、 両 性 誘 引 剤
に 誘 引 さ れ て 飛 来 し た 害 虫 が 、 植 物 体 か ら 吸 汁 し 、 殺 虫 剤 成 分 に よ り 死 亡 す る 。 さ ら に 、
農 場 の 周 辺 で 害 虫 の 誘 引 と 殺 虫 を 行 う こ と に よ り 、 農 場 に 害 虫 が 侵 入 す る こ と を 防 ぐ こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ こ で 、 防 除 の 対 象 と す る 害 虫 は 果 樹 カ メ ム シ 類 が 主 で あ る が 、 そ の 他 に も 大 豆 や 水 稲 を
加 害 す る カ メ ム シ 類 も 対 象 と な る 。 果 樹 カ メ ム シ 類 お よ び 大 豆 や 水 稲 を 加 害 す る カ メ ム シ
類 の 両 性 誘 引 剤 と し て は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン を は じ め 、 ホ ソ ヘ リ カ
メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン 、 ミ ナ ミ ア オ カ メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン な ど を 含 む 誘 引 剤 が 挙 げ
ら れ る 。 ま た 、 果 樹 や 大 豆 、 水 稲 な ど を 加 害 す る カ メ ム シ 類 を 対 象 と す る 浸 透 移 行 性 の 殺
虫 剤 と し て は 、 イ ミ ダ ク ト プ リ ド 、 チ ア メ ト キ サ ム 、 ア セ ア タ ミ プ リ ド 、 ジ ノ テ フ ラ ン な
ど を 含 む 殺 虫 剤 が 挙 げ ら れ る 。
上 記 の 両 性 誘 引 剤 と 浸 透 移 行 性 の 殺 虫 剤 を 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と に よ り 、 果 樹 や 大 豆 、
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水 稲 な ど を 加 害 す る カ メ ム シ 類 を 極 め て 効 果 的 に 防 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
果 樹 カ メ ム シ 類 に は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ 、 ク サ ギ カ メ ム シ 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ な ど が
該 当 す る 。 こ れ ら カ メ ム シ 類 は 、 ミ カ ン 、 ナ シ 、 ビ ワ 、 カ キ 、 ブ ド ウ 、 ウ メ 、 キ ウ イ フ ル
ー ツ な ど の 果 実 を 好 ん で 吸 汁 す る 。 ま た 、 ホ ソ ヘ リ カ メ ム シ 、 イ チ モ ン ジ カ メ ム シ は 大 豆
な ど の 子 実 を 、 ミ ナ ミ ア オ カ メ ム シ 、 ア オ ク サ カ メ ム シ は 稲 穂 や 大 豆 子 実 、 野 菜 類 果 実 な
ど を 吸 汁 す る の で 、 農 場 に と っ て は 防 除 す べ き 害 虫 の 筆 頭 と い え る 。 そ し て 、 チ ャ バ ネ ア
オ カ メ ム シ の 雌 雄 は チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン に 誘 引 さ れ 、 ホ ソ ヘ リ カ メ ム
シ と イ チ モ ン ジ カ メ ム シ の 雌 雄 は ホ ソ ヘ リ カ メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン に 誘 引 さ れ 、 ミ ナ ミ
ア オ カ メ ム シ 、 ア オ ク サ カ メ ム シ の 雌 雄 は ミ ナ ミ ア オ カ メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン に 誘 引 さ
れ る 性 質 を も っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
た と え ば 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン を 含 む 誘 引 剤 は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム
シ の ほ か ツ ヤ ア オ カ メ ム シ 、 ク サ ギ カ メ ム シ な ど の 果 樹 カ メ ム シ を 誘 引 す る こ と も で き る
（ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） の で 、 浸 透 移 行 性 殺 虫 剤 を 浸 透 さ せ た 植 物 体 に こ の 誘 引 剤 を 取 り 付 け
る な ど す れ ば 、 果 樹 カ メ ム シ 類 を 効 率 的 に 防 除 す る こ と が で き る 。
誘 引 剤 の 使 用 形 態 と し て は 、 長 期 間 に わ た り 一 定 の 量 の 誘 引 物 質 が 安 定 的 に 放 出 さ れ る よ
う に 製 剤 化 し た も の が 適 し て い る 。
ま た 、 浸 透 移 行 性 の 殺 虫 剤 の 使 用 形 態 と し て は 、 土 壌 に 散 布 可 能 な 製 剤 で あ れ ば 、 水 和 剤
、 乳 剤 、 水 溶 剤 、 粒 剤 の い ず れ も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 浸 透 移 行 性 殺 虫 剤 と し て の イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 顆 粒 水 和 剤 を 潅 注 し た 土 壌 で 栽 培 し て
い る 植 物 体 と 、 両 性 誘 引 剤 と し て の チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ の 集 合 フ ェ ロ モ ン 製 剤 と を 組 み
合 わ せ て 果 樹 カ メ ム シ 類 を 防 除 す る 実 施 例 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
〔 実 施 例 １ 〕
ナ ス （ 品 種 名 ： 筑 陽 ） １ 株 を コ ン テ ナ （ ５ ７ × ４ ３ × ３ ２ ｃ ｍ ） に 定 植 し 、 高 さ が 約 １ ｍ
に な っ た 時 点 で イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 顆 粒 水 和 剤 ２ ０ ０ ０ 倍 液 を ７ リ ッ ト ル 潅 注 し 、 そ の １ 日
後 、 ナ ス 上 部 の 枝 に チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ 集 合 フ ェ ロ モ ン 製 剤 （ 長 さ 約 １ ０ ｃ ｍ の 細 い チ
ュ ー ブ 状 製 剤 、 信 越 化 学 工 業 株 式 会 社 製 ） を １ 本 取 り 付 け た 。 当 日 の 夜 間 に は 飛 来 し た チ
ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ 成 虫 が ナ ス を 吸 汁 後 落 下 す る こ と が 観 察 さ れ た 。 ま た 、 翌 朝 に は ナ ス
の 株 元 で 死 亡 し て い る ６ ４ 頭 の チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ 成 虫 が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
〔 実 施 例 ２ 〕
イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 顆 粒 水 和 剤 ２ ０ ０ ０ 倍 液 を ７ リ ッ ト ル 潅 注 し た コ ン テ ナ 植 え ナ ス に 、 薬
剤 処 理 １ ６ 日 後 と ４ ７ 日 後 に そ れ ぞ れ チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ 成 虫 を 接 種 し 、 ２ ４ 時 間 後 に
回 収 し て 死 亡 状 況 を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 薬 剤 処 理 １ ６ 日 後 で は 約 ８ ７ ％ の 死 亡 率 、 ４ ７ 日
後 で は 約 ４ ３ ％ の 死 亡 率 が 得 ら れ 、 潅 注 し た 薬 剤 の 効 果 が 長 期 間 持 続 す る こ と が 確 認 さ れ
た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
〔 実 施 例 ３ 〕
実 施 例 １ の 条 件 、 お よ び 、 既 存 の 捕 虫 器 で は 捕 殺 能 力 が 最 も 高 い と 言 わ れ て い る コ ガ ネ コ
ー ル 黄 色 型 の 誘 殺 ト ラ ッ プ （ サ ン ケ イ 化 学 株 式 会 社 製 ） を 用 い た 条 件 の も と で 、 ６ 日 間 に
お け る チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ の 死 亡 数 を 調 査 し た 結 果 、 実 施 例 １ の 条 件 で は １ 日 平 均 約 １
１ ０ 頭 、 コ ガ ネ コ ー ル 黄 色 型 の 誘 殺 ト ラ ッ プ で は １ 日 平 均 約 ９ ０ 頭 の 死 亡 数 で あ り 、 本 発
明 の 方 法 の 誘 殺 能 力 が 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 害 虫 防 除 方 法 に よ れ ば 、 両 性 誘 引 剤 を 用 い る こ と に よ り 、 次 世 代 を 産 卵 す る 雌 の
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成 虫 も 含 め て 害 虫 を 防 除 す る こ と が で き る の で 、 こ の 防 除 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 害 虫 を
効 果 的 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 浸 透 移 行 性 の 殺 虫 剤 を 浸 透 さ せ た 植 物 体 か ら 吸
汁 さ せ て 誘 引 し た 害 虫 を 殺 虫 す る こ と に よ り 、 殺 虫 の た め の 装 置 の 保 守 作 業 な ど が 不 要 と
な り 、 と く に 植 物 に 潅 注 し た 浸 透 移 行 性 の 殺 虫 剤 の 効 果 が 長 期 間 持 続 す る の で 、 長 期 間 に
わ た り 連 続 的 な 害 虫 防 除 を 実 施 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 両 性 誘 引 剤 の 利 用 と 浸 透 移 行
性 殺 虫 剤 の 利 用 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 植 物 栽 培 の 場 所 で 害 虫 の 誘 引 と 殺 虫 を 同 時
に 行 う こ と が で き 、 極 め て 効 率 的 に 害 虫 を 防 除 す る こ と が で き る 。 ま た 、 農 場 の 周 辺 で 害
虫 の 誘 引 と 殺 虫 を 行 う こ と に よ り 、 農 場 に 害 虫 が 侵 入 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
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